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神奈川イグレンの活動状況を伝える機関紙 ＜第 13１号＞ 

神奈川イグレンニュース 

 

 

  【 今月のコンテンツ 】                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                             

● 神奈川イグレンご案内                        ･･････････１ 

● 「新事業・新技術支援フォーラム」(略称：戦略会議)の報告（その 1５）  ･････････２ 

● イグレン会員グループ・プロジェクト状況                ･････････３、４、５    

● ふくおか会計事務所【 連載７ 】公認会計士・税理士・中小企業診断士 福岡 雅樹氏･６ 

● 薬の美彩（くすりのみどり）【 連載２ 】 代表 小磯 清子 氏       ･････････７ 

● 産学官交流サロンコーナー／事務局コーナー               ･･････････８ 

 
 

 

【 神奈川イグレンご案内 】 

 

 広報：宗和 正憲 

 

今月はイグレンのオフィス環境に伴う議題を中心とした内容にはじまり、来年のイグレン 30周年にむけた 

イベント開催についての話も出ました。現在、このイグレンは変革の時期に来ており名称変更もその流をくむ

ものです。先般、この紙面でもお伝えしました通り、「異グ連」から「イグレン」に名称変更した私達の取組が

紙面にも紹介されましたので皆様にもご紹介します。 

 

『県異業種グループ連絡会議（異グ連）は、県異業種連携協議会（イグレン）に名称を変更し、企業や団体、

個人の大規模なネットワーク化に着手する。既存の異業種グループの支援だけでなく、さまざまな企業や 

団体の連携を推進。国内雇用の強化と中小企業の仕事興しを支援する。 

イグレンは 1984 年、異業種間交流の活性化支援のため、県が旗振り役となって県内外の異業種グループの 23

団体で設立。神奈川県中小企業センター（横浜市中区）に設立した「かながわ異業種交流センター」を拠点に、

グループ間交流や交流大会、中小企業の人材確保、新プロジェクトの設立支援など多彩な活動を展開してきた。

名称変更を機にこれまでの活動を更に強化し、中小企業経営者の世代間交流を促進して連携作りを応援し、 

国内外の広域ネットワークと豊富な人脈を活用して新しい時代づくりに貢献する狙いだ。 

新たなプロジェクトにも着手。ベトナムや韓国など海外からの受注を国内の中小製造業にマッチングさせるなど

「国際ビジネス推進プロジェクト」をはじめ、「川崎市に中小企業振興条例を作る会」「学生中小企業見学ツアー」

などを展開する。』  （2013年 7月 5日：神奈川新聞） 
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「新事業・新技術支援フォーラム」(略称：戦略会議)の報告（その１５） 

神奈川イグレン事務局 松井利夫 

 

 

第 27回フォーラムは平成 25年 8月 20日に開催。最初に古川氏から、「トリウム溶融塩炉」の開発方針について説明

があった。それによると、古川氏の兄が開発した「トリウム溶融塩炉」は世界的に認められていて、2011年には、 

中国で国家プロジェクトとしてスタートし既に最初の「実験炉」が稼働している。その流れにアメリカが参加し、 

インド、ロシア、ヨーロッパへと流れが拡大している。先般、研究会(後述)の木下理事がヨーロッパで「RinR」 

(註：ミニチュア原子炉を既存の原子炉に入れる、と言うこと)について説明してきたが、専門家の間では好評であっ

た、とのことである。 

古川氏からは、設立した一般社団法人「トイレ付き原子炉技術研究会」への参加要請があった。この研究会は、日本

での「トリウム溶融塩炉」開発の流れを起こすために、関連技術開発を行っている企業、研究機関、大学等に対し、

情報提供と技術開発資金支援を行うことにしている。将来は、「溶融塩炉」と核燃料「トリウム」を組み合わせること

により「トリウム溶融塩炉」の開発へと展開することを目的としている。この趣旨を理解していただいて参加して欲

しいとのことでした。 

次に、江川氏から、KAIHOエンジンについて説明があった。それによると、８月 23日から 27日の間に限界試験を、

同月 25日には破壊試験を行う予定。今後は、事業化のための資金調達が課題となるとの発言があった。 

次に、鈴木氏から、「事業化提案の風力発電の概要」の資料が配られて資料に沿った説明があった。内容は①開発の 

経緯、②二重反転プロペラ式風力発電の特長、③市場、であり、①については、ここ 30年余り、下請中小企業は 

仕事量が減っているので新しい設備の増設が少なく、従来の工場設備でこなせる仕事として二重反転風車の開発に 

着目したこと、②では、三菱のプロペラ式風力発電と当社の二重反転プロペラ式風力発電の違いを比較した説明、③

では、市場におけるコストの優位性について説明があった。 

次に、栗山氏から、①「科学技術イノベーション総合戦略」、②「日本のものづくり技術を活かした医療現場の課題を

目指して」、③「第 2 回全国医工連携支援機関ネッワーク会議」、④「予防医療が拓く！健康長寿な横浜」、⑤「中小

企業向け第 1回定例企業セミナー」、⑥「さがみロボット産業特区」、などの資料が配付されて簡単な説明があった。 

最後に、初めて出席されたSPIC(株)の齊藤社長から会社概況と主な製品の紹介があった。 
 

【 イグレン会員グループ・プロジェクト状況 】 

                  【Ｃ＆Ｓグループ】 

           〈ホームページ作成セミナー開催のご案内〉  Ｃ＆Ｓ会長 松井利夫 

                          
「みんなのビジネスオンラインで自社のホームページを作ってみよう」というテーマでセミナーを下記の要領で

開催することになりましたのでご案内します。このセミナーは、以前、ホームページを作成したものの、更新し

なくなってしまった方や新規にホームページを作成したいと考えている方などのために開きますので、この機会

に是非ご参加くださるご案内します。 

 

【 開催日時 】 平成２５年１１月２０日(水) １４：００～１７：００ 

【 開催場所 】 川崎市産業振興会館 10階 第２会議室 

【 講  師 】 中小企業診断士 山辺俊夫 (Ｃ＆Ｓグループ会員)   

【 内  容 】 中小企業の皆様に、「みんなのビジネスオンラインオンラインサービス」による自社のホームペ

ージの作成方法をご紹介します。現在、ホームページを作成したいが、どのように作成すれば

よいか分からなかったり、あるいは、以前、ホームページを作成したものの、更新しなくなっ

てしまったりしている中小企業の皆様に、簡易で、かつ、比較的安価な方法でのホームページ

の作成をご検討して いただきます。詳しいことは添付のチラシ等をご覧ください。 
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http://www2.manten-project.org/ 

瀧澤 清 

2013宇宙エレベータ協議会チームの報告会より 

（8月 7～10日、17チームが参加） 

 

８月号で宇宙エレベータについて「夢物語でなく」その取組みと、まんてんプロジェクトの会員企業の協力につい

て簡単に紹介しましたが、9月 30日に支援に対するお礼として報告を受けましたのでその一端を紹介します。 

 会員企業が支援をする契機は 24年 6月の定例会で「宇宙エレベータの取り組みと今後の展開」と題し講演を受け、

慶応大学の有志（３名）によるクライマー作りに協力したことがら発展し、今年度は、機体材料とその 

加工に対し 4社が支援を行いました。 

 機体（クライマー）の構成は、昇降時にロープを掴むローラ、台車フレーム、機械ブレーキ、ガイドローラ、モー

ター、電源などで、サイズは 650×150×300㎜で重量は 5.3㎏で、機体とシステム設計は学生が行い加工は 

まんてん企業と役割分担で進めました。 

 クライマーの昇降は、バルーンより吊下げられた２種類のロープ（11φ㎜、35㎜巾）を走路（テザー）として昇降

を行う方式で、競技会は静岡県富士宮市大沢扇状地で行われ、成績は、30ｍ（4秒で到達）の昇降（76.3㎞/ｈ）に成

功しましたが、それ以上は、脱輪、トルク不足など今後に期待することになりました。 

なお、1,200ｍの高度まで所定時間（セット時間を含め 20分）内に往復したのは１チームのみでした。 

今回の支援により、クライマー重量は参加チーム中で最軽量であり、支援の効果は明らかで、今後とも支援を考えて

行く予定です。なお、１月の定例会で講演を予定していますので関心のある方はご参加ください。 

 
 

 

【 第１４４回・日韓ビジネス協議会 】 

高橋 導徳 

 

１． 日時：２０１３年１０月２３日（水）午後３時００分～５時１５分 協議会（その後、懇親会） 

２． 場所：神奈川中小企業センタービル・・・５階会議室 

     かながわ異業種交流センター（神奈川県異業種連携協議会）ＴＥＬ：０４５－２２８―７３３１ 

３． 内容： 

   ○会社紹介およびインドネシアの市場概要 

   株式会社ハローＧ 海外事業部  政井 悟氏 市場調査、販路開拓、アポ取り、営業代行など 

                        

   〇企業紹介: 株式会社クーインターナショナル  池 小百合氏 

インド人エンジニアを中心とした、グローバル高度人材を企業に紹介、2010年からはインド最高府であ

るインド工科大学の在校生に日本語教育を実施。 

 

   ○「日韓産業技術フェア 2013開催報告」 

一般財団法人 日韓産業技術協力財団  事業第三部長 初瀬川 茂氏  

 

        〇メイン講師：香港衛星テレビ国際メディア集団（本社：香港）東京支局 

        特派員・主席記者  李 海（LI HAI)  

＊発表要旨 

      中国の官製メディアは共産党の宣伝機関として重要な役割を果たしている一方、経済の発展に伴い、

民衆は情報の入手先は増えている。ミニブログ、ネット、海外での見聞など、人々はかなり自由にな

っている。中国最近の出来事の写真と共に中国マスコミの現状と問題点を探る。 

                 

http://www2.manten-project.org/
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【 財団法人神奈川県経営者福祉振興財団からご案内 】 

 

下記日程にて講座を開講しますのでご案内致します。 

 

１、  【新入社員フォローアップ研修～自ら考え動く若手へ～】 

 

入社以来少しずつ経験を積み職場や仕事にも慣れ始めた現在、戦力 

として仕事を任せられる中で、上司や先輩はもちろん、顧客からも 

より強い信頼を得る社員になるには、『指示待ちで動くのではなく、 

いま必要なことを自分で考え、自律的、主体的に動く』ことが必要とされます。本研修では、これまでの自分を振り

返り、成長度合いを確認することで、自分に必要な課題を明確にしていきます。そして、「受け身」ではなく、これ

まで以上に自発的に動ける社員への成長を促します。 

 

【対象者】 平成 25年度の新入社員または第二新卒者 、社会人 2～３年目程度の若手社員 

【日 時】 平成 25年 10月 23日（水） 9：00～17：30 ＜昼食付＞ 

【会 場】 福祉振興財団 葉山研修センター http://www.navida.ne.jp/keiei/place/index.html 

【受講料】 一般参加：18,000円 、かながわ福利厚生会会員:13,000円 、グリーンカードメンバー:11,000円 

【定 員】 先着 30名様 

【申 込】 ホームページよりお申し込みください。プログラムの詳細もご覧いただけます。 

http://www.navida.ne.jp/keiei/schedule/seminar/sk131023.html 

 

２、【Googleアナリティクス徹底活用セミナー～WEBサイト運営を成功させる解析データの分析方法とは～】 

 

今や自社サイトを持つ多くの企業が導入する Googleアナリティクス。Googleアナリティクスの様々なデータを有効

に分析するために、基本的なデータの見方とそのデータが意味するものを理解し、Webサイトの現状を把握するポイ

ントを解説します。そして分析結果から明確になるサイトの課題を改善し、狙った顧客層へ的確なアピールをしまし

ょう。 

 

【対象者】・多くのレポートの中で、何を見たらよいのかわからない方 

・訪問数や PVは見ているが、その他は見ていない方 

・サイトの問題点の見つけ方がわからない方・きちんとした分析データから、サイト改善につなげたい方 …等 

【日 時】  平成 25年 11月 6日(水) 13：00～17：00 

【会 場】（財）神奈川県経営者福祉振興財団 7F コミュニティルームＡ   

http://www.navida.ne.jp/keiei/place/index.html 

【受講料】 一般参加：6,500円、かながわ福利厚生会会員：5,500円、グリーンカードメンバー：4,500円 

【定 員】 先着 20名様 

【申 込】 ホームページよりお申し込みください。セミナーの詳細もご覧ください。 

http://www.navida.ne.jp/keiei/schedule/seminar/hp131106.html 

 

３、【ピンチをチャンスに変える！『クレーム対応セミナー』】 

 

クレームはひとつ間違えると、解決どころか更なるクレーム拡大につながり、企業の信頼が損なわれます。 

しかしお客様の心理を汲み取った真摯な対応、適切な処理ができれば、そのお客様の信頼度が上がり、 

 

結果自社の「ファン（生涯顧客）」となることも期待できます。本セミナーではロールプレイングを交えながら、 

クレーム対応の基本姿勢と、「おさめる」だけではなく「満足」につなげる応対スキルを身に付けていただきます。 

 

 

●お問い合わせ（主催） 

財団法人神奈川県経営者福祉振興財団 

企画事業部 

TEL：045-671-7127（受付：平日 9：00～

17：00） 

住所：横浜市中区元浜町 4-32 

＜受講料は全て税込です＞ 

http://www.navida.ne.jp/keiei/place/index.html
http://www.navida.ne.jp/keiei/schedule/seminar/sk131023.html
http://www.navida.ne.jp/keiei/place/index.html
http://www.navida.ne.jp/keiei/schedule/seminar/hp131106.html
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【対象者】 営業・販売・接客・相談窓口など、顧客と関わるすべての方 

※小売・サービス業に限らず、あらゆる業種で必要なスキルです。 

【日 時】 平成 25年 11月 13日（水）13：00～17：00 

【会 場】 福祉振興財団 葉山研修センター http://www.navida.ne.jp/keiei/place/index.html 

【受講料】 一般参加：9,500円、かながわ福利厚生会会員：8,000円、グリーンカードメンバー：7,000円 

【定 員】 先着 30名様 

【申 込】 ホームページよりお申し込みください。プログラムの詳細もご覧いただけます。 

http://www.navida.ne.jp/keiei/schedule/seminar/sk131113.html 

 

４、【伝わる！好印象！『ビジネス文書作成講座』】 

 

報告書や提案書、Eメール… 日常のビジネスの中でいつも頭を悩ませる文書作成。  

作成に苦戦し、膨大な時間を費やしてはいませんか？ 

本セミナーではグループ演習を取り入れながら、「相手の心を動かす」文章を素早く正確に、 

そして「論理的」に書くコツを基礎から学び、文書作成能力向上を目指します。 

【対象者】・分かりやすく、説得力のある文章力を身につけたい方 

・上司から報告書等の修正指示が多い方・日常業務での文書や Eメール作成に自信がない方 …等 

【日 時】 平成 26年 2月 20日（木）10：00～16：00 ＜昼食付＞ 

【会 場】 福祉振興財団 葉山研修センター  http://www.navida.ne.jp/keiei/place/index.html 

【受講料】一般参加：12,000円、かながわ福利厚生会会員：10,000円、グリーンカードメンバー：8,500円 

【定先着】 30名様 

 

異業種交流会シフト２１ 【http://shift21.jimdo.com/】 

                              有村 知里 

11月 12日 視察研修会（日帰り・バス利用） 

 静岡県内の優良企業２社の視察研修プラス沼津港での昼食という充実の視察研修会です。 

 

■ 杉山フルーツ （静岡県富士市）  http://www.sugikiyo.com/ 

商店街の一店舗に、全国から顧客や視察が来るフルーツ店。経営危機を乗り越え、生き残りをかけた改革で、普通の

果物店からギフトフルーツショップへ転換。商品開発を手掛けて、常に顧客満足を追及するお店。 「日本でいちば

ん大切にしたい会社」（坂本光司著）でも紹介されました。 

 

■株式会社トライ・カンパニー（静岡県沼津市） http://www.trycompany.co.jp/ 

食品保冷剤のトップメーカー。価格競争の厳しい業界で、安全性を追究し、新たな用途開発を行うなど、付加価値あ

る商品開発を積極的に手掛けており、海外生産にも積極的です。代表取締役の高安るみ子様は日経ウーマンオブザイ

ヤー（2009年）リーダー部門にて受賞。 

 

◆日程  2013年 11月 12日(火)  日帰りバス研修（小型 24人乗り） 

◆集合  7:25  横浜駅西口 天理ビルまえ  （横浜着 1830頃予定） 

◆料金  会員 5,000円  会員外 10,000円  （視察費、バス代、昼食代込） 

◆お申込み期限  10月 31日（木） 先着順・定員に達した時点で締め切り 

◆お申込み先・問い合わせ先 事務局有村 arimura-c@nifty.com （携帯 090-1854-5334） 

 

■異業種交流会シフト 21とは 

シフト２１は経営変革を目指す企業と人の交流を図るグループとして、業種を超えた幅広い交流を目的に定例会 

（原則第 2火曜日）を開催しております。ゲスト参加大歓迎です。お問合せ・お申込みは事務局・有村まで。

(arimura-c@nifty.com)  

http://www.navida.ne.jp/keiei/place/index.html
http://www.navida.ne.jp/keiei/schedule/seminar/sk131113.html
http://www.navida.ne.jp/keiei/place/index.html
http://shift21.jimdo.com/】
mailto:arimura-c@nifty.com
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ふくおか会計事務所 

公認会計士・税理士・中小企業診断士  福岡 雅樹 

http://www.tax-fukuoka.com/about/index.html 

 

 

税制関連【 連載 その７ 】 【 税務調査の対応方法  】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

何もやましいことがなくても、来られるとあまりいい気分でないのが税務調査ではないでしょうか。税務調査は抜

き打ちで行われると思われている方もいらっしゃいますが、そうではありません。税務調査には 2種類あり、強制

調査は抜き打ちですが、一般的な任意調査は税務署から事前連絡があり、調査日程を話し合いで決めるのです。 

それでは、税務署から「●月●日に調査に行きたいのですが」といきなり電話がかかってきたら、皆様はどう対応

するでしょうか？ 

ここで重要なのは、「わかりました。お願いします。」と即答しないことです。そして、まず以下の内容を聞いてく

ださい。 

 調査官の名前、所属部署（所属部署によって調査の意味あいが異なるケースがある） 

 税務調査の日時、日程（税務調査の日程により、どの程度調べられるのか推測できる） 

 調査の対象事業年度（通常は３事業年度。それよりも長い場合は、特定の理由がある可能性がある） 

 用意すべきもの（通常は決算書、元帳、証憑類、通帳、給与台帳等となる。これら以外のものを指定された

ときは、特定の部分に着目している可能性がある） 

これらを聞いたら、「顧問税理士に確認して、折り返し連絡します」とワンクッション置きます。顧問税理士に電

話すると、余裕をもって税務調査の日程を設定してくれます。その間に準備と調査のリハーサルを行うことをお勧

めします。これで落ち着いた気持ちで税務調査に臨むことができます。 

ただし、一般の税務調査でも、飲食店や美容院、理髪店など、現金商売をしている事業主に対しては、事前通知な

しで調査官がいきなり訪ねてくるケースもあります。この場合、社長はただちに税務調査を拒むわけにはいきませ

ん。それではどうすればいいのでしょうか？事前通知なしに調査官が来た場合には、次の行動をとってください。 

① まずは、社長自身が落ち着く。 

② 調査官の身分証明書を確認し、税務調査の理由を聞く 

③ 周囲に従業員等がいる場合には、調査官を社長室や応接室に通す 

④ 速やかに顧問税理士に連絡する 

⑤ 顧問税理士が会社に来るまで、税務調査の開始を待ってもらうよう、調査官に伝える 

顧問税理士がすぐに来られればいいのですが、都合が悪く、すぐに来られない場合もあり得ます。このような場合

は、日を改めるよう調査官と交渉するのも一つの方法です。また、顧問税理士が来る間に調査官が作成した念書や

始末書等にサイン等を求められる場合がありますが、絶対に書類にサインはしないでください。 

税務調査の対応方法を事前に把握しておくかどうかで、調査が入った後の落ち着きも全然違うものとなりますの

で、日頃から対応方法を把握しておくことをお勧めします。 

 

 

 

http://www.tax-fukuoka.com/about/index.html
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薬の美彩（くすりのみどり）  小磯 清子 

 

ホームページ http://k-midori.jp/ 

ブログ    http://blog.k-midori.jp/ 

 

 

 

『アンチエイジングとサプリメント：前編』 

 

数年前に体内の寿命延長に関連する分子、『長寿遺伝子サーチュイン』を活性化するサプリメントとして 

『レスベラトロール』の話がテレビで放送され大きな反響を呼びました。 

『カロリー制限をすれば長寿遺伝子サーチュインがスイッチ ON となり、寿命が延伸できる。』なるほど、飢餓状態

になると種を保存する為に寿命を延ばそうとするシステムが働き出すのか?そういえば昔から、腹八分目という言葉が

ありますが、そういうことなのかなと私もついついテレビに引き込まれてしまったことを覚えています。 

しかし、食べたい物を我慢してカロリー制限をするのはちょっと大変ですよね。そこで研究されたのがレスベラトロ

ールという画期的なサプリメントです。レスベラトロールは、赤ワインやブドウの皮などに多く含まれる抗酸化物質

ポリフェノールの一種で、またサーチュインをONにする働きがあるという。 

つまり、レスベラトロールを摂っていれば厳しいカロリー制限をしなくても、好きなものを好きなだけ食べても大丈

夫! サーチュインを ON にしてくれるからたとえ太っていても長生きできる。ということ?! 私を含め多くの視聴者

がそのテレビ放送を観て一瞬でもそんな風に早とちりをしてしまったのではないかと思います。 

実はレスベラトロールをめぐっては様々な研究がなされていてこれからもまだまだ新しい研究の結果が楽しみな段階

なのです。 

レスベラトロールに限らず様々に魅力的な宣伝文句で売られているサプリメント。その中で、どういうものをどのよ

うに摂るのが健康の維持に良いのか悩むところですね。 

そもそも、サプリメントは必要なものなのか? 

生活習慣病を予防し、健康的でアンチエイジングな生活をする為に大切なことは、まず栄養のバランスのとれた食事

を摂る、適度な運動をする、そして質の良い睡眠を確保することです。もちろんストレスを溜めないことも大切です

が。 

サプリメントの役割はそれらが不十分なときに補助するものと考えるべきだと思います。 

レスベラトロールに関しては、実は私も毎日バランスのとれた食事を摂ることに自信がないのでポリフェノールの抗

酸化作用を期待して摂っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

http://k-midori.jp/
http://blog.k-midori.jp/
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食欲の秋。果物も多く出回るようになり魚も脂がのってくる季節に入りました。今年もあと 11月と 12月号の発行で平成

26年度に突入です。毎年、この時期になりますと「1年って早いものだなぁ」と実感しますが皆様はどうでしょうか？例

年に比べ寒さもどうやら遅れている様で我が家ではまだ半袖で過ごしています。季節の変わり目で一気に寒い日がきそう

な感じです。体調管理にどうぞお気を付け下さいませ。 

 

「神奈川イグレンニュース」は多くの皆様方からのご意見や投稿、感想などを頂戴し、情報を共有 

する事によって未来へつながる「役立ち情報誌」です。こんなことが新たなビジネスにつながった。 

とか、思いもしなかった出会いでこんな事になりました・・・。など原稿を募集中です。 

お伺いできる範囲であれば取材にもお伺いします。尚、自薦・他薦は問いませんのでご連絡 

頂ければと思います。 

神奈川イグレンへの連絡問合せは、上記事務局当番者 Tel: 045-228-7331  Fax: 045-228－7331（TEL兼用） 

ご意見、感想などあればこちらまでお願いします。 mail masahito@ab.bb-east.ne.jp 

神奈川県異業種連携協議会 交流アドバイザーが詰めております、気軽にご連絡ご相談ください（無料） 

【月】 ①③④荒 直孝 ②⑤宮川 豊【火】①③⑤児玉 英二 ②④八幡 敬和【水】①愛賢司②③④⑤杉本 明子(芝)     

【木】①②指方 順一郎①②③④⑤ 松井 利夫【金】 ①菊地（芝）③村上②④⑤織方 【土、日、祭日】は休業 

〒231-0015横浜市中区尾上町 5-80神奈川中小企業センタービル５階  神奈川イグレン事務局 

T/F 045-228-7331   URL：http://www.kanagawa-iguren.com  Mail：iguren@kanagawa-iguren.com 

 

 尾上町サロン 

 

西湘サロン 

第 47回 

三浦半島経済人サロン 

第 59回 

神奈川新産学公交流 

第 58回 サロン横浜  

日程 10月 18日（金） 

11月 06日（金） 

17:15～19:30 

11月 11日（月） 

18：00～20：00 

開場は 17:30～ 

11月 15日（金） 

18:00～20:30 

開場は 17:30～ 

10月 16日（水） 

18:00～19:50 

20:00～交流会 

場所 神奈川県中小企業セン

ター5 階 イグレン事務

所 

日本生命小田原ビル 

4階会議室  

小田原市本町 1-4-5 

神奈川新聞社 横須賀支社

5階会議室 

横須賀市小川町 21－9 

神奈川中小企業センタ

ー 

5階 会議室 

イグレン 

連絡先 045-228-7331 イグレン（島津、吉池、） イグレン（八幡、鶴野） （織方、篠原、坂本、

杉本） 

内 容 ざっくばらんに語らい

ながら交流を深めまし

ょう。 

参加費:1,000円 

今後、事業変更に伴い 

見直す場合もあります 

「ＡＴ車ペダル踏み間違

い事故防止の研究」 

九州大学 新領域学術府 

（自動車大学院） 

大野 一郎 氏 

参加費:1,000円 

「現代版 三河屋で～す。 

久里浜商店会にみる御用聞

きの実態と課題」 

久里浜商店会協同組合 

理事長 森下 守久 氏 

公認会計士・税理士 

高梨 喜裕 氏 

参加費:1,000円 

現在調整中 

 

参加費：1,000円 

mailto:masahito@ab.bb-east.ne.jp
http://www.kanagawa-iguren.com/
mailto:iguren@kanagawa-iguren.com

